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自閉症状を示した障害児の学校適応に関する追跡研究X（2）

　　　　　　一養護学校高等部の自閉症考について一

渡部匡隆＊・木戸 能里子＊＊・衛 藤裕司＊＊＊・小林重雄＊

　就学前に当研究室で治療訓練を受け、特殊学級及び養護学校に就学した6名の自閉

症者について、養護学校高等部2年あるいは3年時の学校適応の状況を報告した。調

査では、標準化された検査、学校見学、及び担任や母親へのインタビューを行った。

検査結果から、各症例に中度から重度の知的な遅れが認められた。また適応行動尺度

から良好な結果が示された。学校場面では、指示理解や課題の遂行はかなり改善され

てきていた。しかし、対人関係の問題や問題行動は現在も継続して認められた。各症

例とも意志の伝達に問題が認められ、4名の症例は音声言語の表出が困難であった。

高等部卒業予定の4名のうち、3名は地域作業所に入所予定であった。これらの結果

から、長期的な展望にたつ治療・訓練プログラムの必要性と、そのプログラムの一貫

した適用の重要性が示唆された。

キー・ワード：自閉症児　追跡研究 学校適応

I．目　的
　著者らは、就学前に当排究室で治療・訓練を

受けた自閉性障害児の学校適応について追跡調

査を行ってきた（杉山・反保・田中・張・池・

小林・長畑・斉藤，197913）；大野・杉山・張・田

中・小林，19809），大野・徳増・中矢・是永・杉

山・池・小林，1981加）；武蔵・大野・徳増・中矢・

平田・鈴田・古田・石川・五十嵐・池・小林，

ユ9836）；大野・古田・平田・森田・武蔵・鈴田・

小林，19841’〕）；古田・中矢・武蔵・森田・辻・

大野・前川・小林，19851）；中矢・武蔵・福島・

大野・前川・小林，19867）；中矢・杉山・前川・

小林，19878）；渡部・中矢・前川・小林，198819））。

　本報告の対象は、就学前に当研究室で治療・

訓練を受け、就学時に特殊学級及び養護学校に

処置された症例である。本追跡研究が開始され

てから12年が経過し、各症例は養護学校高等部

卒業の段階を迎えている。

　ここでは本研究の第10報として、養護学校高

等部2・3年生段階での学校適応の状況を調査

し、一連の追跡研究で問題とされてきた自閉性

障害児の行動特徴が、養護学校終了時期にどの

ように推移してきているかを報告する。

　＊心身障害学系

舳心身障害学研究科

榊教育研究科

II．方　法

1．調査対象

本報告の対象は、養護学校高等部に在籍して

いる6名の症例である。各症例の詳細はTab1e

！に示した。

2．調査内容

　各症例の評価のために、以下の手続きを用い

た。①標準化された検査、②学校見学、③担任

や母親とのインタビューである。

　検査は、知的水準や言語能力の評価のために、

田中ビネー検査14）・人物画検査（DAM）3）・絵画

語彙検査（PyT）17）を用い、杜会適応状況の把握
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のために適応行動尺度（ABS）15）を用いた。

　学校見学と担任や母親へのインタビューは、

大野・杉山ら（19809））に従い、課題遂行・指示

理解、対人的な関わり、言語・コミュニケーショ

ン、問題行動などの点から予め見学内容やイン

タビューのポイントについて打ち合わせて実施

した。また、多くの症例が職場実習を行ってお

り、可能な場合は職場見学を行い上司や同僚に

インタビューを行った。

3．調査期間と調査状況

　（1）検　査

　筑波大学学校教育部において平成元年8月末

に一斉に行った。各症例に予め連絡を取り、都

合のよい日時を決定してから実施した。3名は

この時期に検査を実施できなかった。そのため、

1名は学校訪問に合わせて行い、残りの2名は

今回検査を実施することができなかった。

　（2）学校見学と職場見学

　平成元年度2学期中に行った。実施にあたっ

ては、職場実習期間中である本学期に行うよう

にした。5名の症例の見学を行ったが、症例1

については時問的な都合が合わず実施すること

ができなかった。

　（3）担任・母親へのインタビュー

　母親へのインタビューは、先の検査実施期問

中に実施した。この時期に検査ができなかった

3名の症例のうち、2名は学校見学の際に行い、

他の1名については電話でのインタビューを

行った。担任とのインタビューは、学校見学を

行った平成元年2学期中に行った。インタ

ビューは、5名の症例について行った。1名は

学校見学ができなかったために実施できなかっ

た。

4．記　録
　学校見学や職場見学の記録は以下のように

行った。見学に2名以上のスタッフが同行し、

事前に観察のポイントを打ち合せた後、独立し

て観察・記録を行った。見学終了後にその結果

を照らし合わせて記録をまとめた。

m．結　果

裕司・小林　重雄

　先に、各症例のプロフィールと検査結果につ

いて報告する。続いて、学校見学や職場見学の

状況について報告を行う。

1．症例の概要

　症例は、4名（男子3名、女子1名）が養護

学校高等部3年生であり、2名（女子2名）が

高等部2年生であった。症例の生育歴、就学前

の状況と訓練の様子、就学と就学後からこれま

での主な経過についてTable1に示した。高等

部2年生の症例6は、中学校情緒学級から養護

学校高等部に進学した。その結果、全症例が養

護学校高等部で教育を受けることになった。

2．検査結果

　今回の調査から得られた検査結果をTable2

に示した。

　田中ビネー検査の精神年齢は、音声言語をも

たない症例2と症例3において2歳5ヵ月、3

歳Oカ月であった。3語文程度の発話が可能な

症例4は7歳6ヵ月、ほぼ日常的な会話が成立

する症例6では11歳6ヵ月であった。

　人物画検査（DAM）の結果は、症例2は5歳

9ヵ月、症例3は7歳11ヵ月であった。症例4

は9歳2ヵ月であり、症例6はかなり詳細な人

物画を描写でき上限である12歳6ヵ月に達し

ていた。全体的には、田中ビネー検査よりも3

から4歳程度高い精神年齢を示していた。

　絵画語彙検査（PVT）は、症例2は3歳2カ

月、症例3は2歳0ヵ月であった。症例4は6
歳9ヵ月、症例6は11歳4ヵ月であった。

　適応行動尺度（ABS）のプロフィールをFig．

1に示した。第1部では、責任感や社会性などの

領域が低くなっているが、各症例とも標準より

良好な値を示していた。知的に高いほど平均に

近く、逆に、知的に低い症例はかなり高い得点

であった。第2部では、各症例ともほぼ平均か

ら7点前後の値であった。症例3は不快な言語

習慣、症例4は適切でない言語的習慣の領域で

低い値を示していた。症例6は、これらの領域

に加えて自傷行動の面でも低い値であった。全

体的には、ほぼ的知レベルに相応した標準的な

値であった。
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Table1 症例の概要

、

症例1 症例2 症例3 症例4 症例5 症例6
性別 男子 男子 男子 女子 女子 女子

生年月日 1970．5 1970．11 1971．1 1971．5 1971．12 1971．12
（19：7） （18：9） （18：7） （18：6） （17：8） （17：8）

主訴 言葉の遅れ 言葉がない 言葉がない 言葉の遅れ 全体的な遅れ 集団適応がよ
集団行動がと 落ち着きがな 人に無関心 落ち着きがな 言葉がない くない　先生
れない い レ） 人の顔を見な の指示に従え

い ない

生育歴 妊娠中・出産 妊娠中・出産 妊娠中問題な 流産予防の注 妊娠中・出産 黄体ホルモン
時間題なし 時問題なし し　鉗子分娩 射を受ける 時問題なし
8ヵ月頃噛語

服用　帝王切
乳児期は手が 手のかからな 逆子で出産 乳児期は、手 開　始歩10カ

始歩1歳　2 かからない い子 乳児期はおと がかからない 月
歳頃言葉が増 始歩1歳　2 始歩13ヵ月 なしい子 子　あやして
える　2歳半

始語1歳2カ
歳頃から視線 始歩10ヵ月 も反応がない 月

頃言葉が消失 が合わなくな 始歩16ヵ月
する る

面接時の状況 1977．6 1976．9 1975，10 1972．2 1976．7
（7：1） （5：10） （4：9） （O：9） （5：7）

落ち着きがな 多動で、言葉 発語はなく、 多動。呼びか 多動。呼びか
く奇声が多い がない。簡単 発声は緊張音 けに反応な けに反応な
簡単な指示に な指示に従え のみ理解語は し。拒否が強 し。発声は奇
従える。言葉 る。発声は緊 ない。 く、接近する 声のみ
は単語レベ 張を伴つた吐 ドアヘのこだ と奇声を発し 人に対する回
ル。平仮が少 き出すような わり。表情は て逃げる

音である
避反応が顕著

し読める

固
く
人
に
無
関
、

u
訓練期問と 1年6ヵ月

言語、数の訓
2年6ヵ月 3年7ヵ月 4年1ヵ月

訓練内容
4年8ヵ月 3年7ヵ月

学習態度の形 学習態度の形 学習態度の形 学習態度の形
練 成

言語訓練
成　聴覚入力 成 成

言語訓練 系の問題のた 言語、数の訓 言語訓練
め、文字指文 練
字を中心とし
た言語訓練

就学猶予の有無 猶予：自宅近 猶予：言葉が 猶予：聞き取 猶予なし 猶予：児童相 猶予：
所の学校に受 なく、落ち着 りに問題があ
け入れ学級が

談所の判断、
きがない るため 両親の希望

ない

就学状況 小学校一般学 小学校特殊学 小学校一般学 小学校一般学
小学校期

養護学校小学 小学校一般学
級 級入学（1年 級 級 部
促進学級通級

級　情緒学級
次） （1年次） （1年次） （1年次）

（1年次）
通級（1年次）

一般学級への 養護学校へ転
促進学級在籍 通級開始（2 校
（4年次） 年次） （3年次）

一般学級への
通級中止（4
年次）

申学校期 中学校特殊学 養護学校中学 養護学校中学 中学校特殊学 養護学校中学 中学校情緒学
級 部 部 級 部 級

高等学校期 養護学校高等 養護学校高等 養護学校高等 私立養護学校
部

養護学校高等
部 部

養護学校高等
部 部

現在の状況 高等部3年生 高等部3年生 高等部3年生 高等部3年生 高等部2年生 高等部2年生

3．各症例の学校；職場実習の状況

　（1）症例1（M．M．）

　養護学校高等部3年生である。検査、学校訪

問とも実施できなかったため、母親との電話イ

ンタビューを行った。職場実習を作業所で行っ

ており、簡単な機械の組み立てを行っている。

作業は特に問題なく取り組んでいる。しかし、

2年生後半から学校や家庭でときどき激しい自

傷行動が観察されている。

　（2）症例2（D．I．）

　養護学校高等部3年生である。個別指示は直

ちに従うことができるが、全体指示には少し遅

れて反応する。新しい課題では全体指示に合わ

せて行動を始発するものの、具体的な指示内容

の理解には他の生徒の観察や援助を必要とす

る。課題の遂行状況はかなり良好であり、作業

や朝の会の役割などはスムーズに行う。その他

に、作業に必要な道具の準傭や後始末、掃除や

整頓を指示されることなく周囲の状況に会わせ

て適切に行っていた。休憩時問などに他者に積
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極的に関わっていく様子は観察されなかった。

しかし、作業に関連して自分から他の生徒や教

師に視線やジェスチャーで許可を求めたり、他

の生徒の指示にうなづいたりしており、課題に

関連して他者とやりとりを行う場面がみられ

た。現在の言語的な表出は、簡単な単語や単音

レベルであり、その表出もエコーイック（佐藤，

198311〕）が中心であった。自分から積極的に音声

表出を行う場面は少なく、視線やジェスチャー

などを他者とのコミュニケーションに用いてい

た。一部の生徒にそれを理解し、本症例から視

線が向けられた場合うなづくなどの対応を行っ

ていた。ロッキング（身体を前後に揺らす）や

胸の正面で両手を強く叩くなどの常同行動が観

察された。この他に、捻る、．頼を叩く、におい

を嗅ぐなどの行動がみられた。職場実習の見学

は、実習先の都合がつかず実施できなかった。

校内実習の評価は良好であった。卒業後の進路

は、就職を中心に考えられており現在実習先へ

の就職の話が進められている。しかし、家庭や

母親には職場への適応について不安が強く判断

に苦慮している。

　（3）症例3（M．I．）

　養護学校高等部3年生である。本症例は、職

場実習先の見学が可能であったためその報告を

中心に行う。実習は、自宅から徒歩通勤可能な

神奈川県K市にある通所作業所H工房で行わ

れた。指導員2名（女性）に’10名（男子4名、

女子6名）の生徒で構成されている。生徒の通

所年数は2から5年であり、4名の生徒が会話

が可能である。主な活動は、袋作り・袋縫い、

ダイレクトメールの封筒はり、自主製品の作成

などの下請け的作業である。実習は、朝8時半

から午後4時半までであり、本症例は袋縫いを

中心に行っていた。個別指示・全体指示とも音

声指示だけに従うことは困難であるが、簡単な

ジェスチャーを伴えば理解可能である。複雑な

作業も行うことができ、自分一人で行う作業は

確実に遂行できる。単純な作業は20分以上取り

組むことができる。また、短時問で作業の習得

が可能である。しかし、他の生徒とぺ一スを合

裕司・小林　重雄

Table2　各検査結果

　検　査　名　　田中ビネー人物画検査絵画語彙検査

症例　生活年齢出　精神年齢　精神年齢　語彙年齢

症例1
症例2
症例3
症例4
症例5
症例6

19：07

18：09

18：07

18：06

17：08

17：08

：05

：OO

：06

11：06

：09

：11

：02

12：06

：02

：OO

：09

11：04

ホ調査実施時（歳：カ月）症例1と症例5は検査を

実施できなかった。

わせることが難し一く共同作業は困難である。ま

た、作業の仕上げが雑であったり、生産性を高

めるようとすることが難しいなどの問題があっ

た。自由時間は1人でいることが多く、ときど

き独り言を言いながら指導員や他の生徒に近づ

く程度であった。他の生徒と関わっている時間

はほとんどみられなかった。作業中も他の生徒

の指示に従わないなど孤立した動きが多くみら

れた。言語的な表出は、数語の限られた単語と

単音の発声が中心である。その他に、養護学校

中学部に指導された書字やジェスチャーがとき

どき観察された。しかし、伝達手段としては充

分機能していなかった。作業所内で他の生徒と

積極的に関わる時間を設け、簡単なジェス

チャーやサイン、既存の発声を組み合わせてコ

ミュニケーションを行うための取り組みが行わ

れていた。問題行動としては、作業所でトイレ

に何度も行き、その度にトイレットペーパーを

全部巻き取りトイレに詰まらせることがみられ

ている。これは家庭でも生じており、高等部2

年時から継続して生起きている。また、他者の

ことばかけが多いときや作業の中断時に自傷行

動がみられることがある。場面に関係のない発

声をしたり、作業が30分以上続いたり興味のな

い作業であると寝ころんだりすることも多い。

　卒業後は、両親とも現在実習を行っている地

域作業所入所を希望している。

　（4）症例4（R．O．）

　私立養護学校に入学し、現在高等部3年生で

ある。高等部進学時から寮生活を行っている。
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1学年24名であり全員女子から構成されてい

る。手芸の基礎的な技能の獲得を目標とする「技

訓」と、能力別に行う「作業」を中心とした指

導が行われている。個別指示でも全体指示でも

理解可能である。手芸や裁縫に関する細かな指

示も、言語指示で理解可能である。しかし、関

心のない課題であったりすると指示を聞き逃す

ことがある。「作業」は、上位の能カクラスに所

属しその遂行も良好である。授業もよく理解し

ており技術的な習得も速い。さらに専門的な技

術を指導可能な段階である。ただし、習得には

細かなステップに分けて指導する必要がある。

寮での基本的な生活習慣、家庭への電話や簡単

な買物など日常的なスキルは特に問題なく遂行

できる。自由時問などに担任に接近レ、簡単な

ことばのやりとりを行うことが何度か観察され

た。少しはにかんだような笑みを浮かべ話しか

けることがあり、このやりとりを楽しんでいる
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Fig．1各症例の適応行動尺度＊のプロフィール

適応行動尺度（富安・村上・松田・江見，1973）による。症例1と5は都合により検査できなかった
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ようであった。一方、他の生徒と一緒に過ごし

ている場面はあまりみられず、担任も友人との

対人関係のとりにくさを指摘していた。高等部

1年時にみられた特定の男性教師に対する接近

は、現在それほど観察されていない。

　言語能力としては、3語文程度の表出が可能

である。担任や大人とは簡単な会話が成立する。

しかし、同級生や寮の生徒とは充分な会話が成

立するには至っていない。注意されたときに他

者を突き飛ばす、次にやることを確認しないと

次に進めない、きちんと整理されていないと落

ち着かない、場面に関係のないことを突然話し

始めるなどの問題行動がみられる。3年生の5

月に、特技である洋裁の高等訓練を受けるため

に職業訓練校を受験した。訓練校が職場での杜

会性を重視しているため、知的には入学可能で

あるが、行動面や情緒面での問題により失敗し

た。現在、担任と両親の間でアフターケアーセ

ンターへの通所を考えている。

　（5）症例5（A．K．）

　1年間就学猶予したため、現在養護学校高等

部2年生である。担任3名（男性1名、女性2

名）と10名（男子6名、亥子4名）の生徒から

構成されている。2名は養護学校中等部、8名

は他の中学校特殊学級から進学してきた。本症

例以外は会話が可能である。カリキュラムは、

クラス別の授業とボールペンの組み立てなどの

作業から成る。個別指示には従うことが可能で

あるが、全体指示や全体で行う課題に従うこと

は困難であった。単一の指示で一連の行動を遂

行することが困難であり、個々の行動の問に長

い指示待ちがみられる。作業は、教師が側にい

て個別的に指導した場合は20分程度連続して

取り組むことが可能である。校内実習でも、目

標をもたせると約1時問程度は作業を遂行でき

る。作業中は全体的に落ち着いておりときどき

ロッキングがみられる程度である。しかし、指

示されないときや課題が明示されていない場合

に、すぐ着席したり活動に参加しないことがあ

る。基本的な生活習慣、交通機関の利用や食事

の準傭、衣服の整理などの日常的なスキルにつ

裕司・小林　重雄

いては主に家庭で指導がなされており、次第に

可能になってきている。担任の接近や指導には

回避的な動きはみられなかった。クラスメイト

が手を差し出すとニコリとして手を差し出すこ

とや、見学したスタッフに関心を示し接近する

ことがあった。しかし、それ以外に自分から他

の生徒や教師に接近することは少なく一人でい

ることが多かった。高等部に入り、特定の男性

教師を目で追ったり保健室などでその先生が出

て来るのを待つことがみられている二発語は、

単音や限られた単語による表出が中心であっ

た。事物の命名や要求時に、語頭音の表出がみ

ら．れたり何等かの発声が伴うようになってきて

いる。その他には奇声や反復動作時に発声がみ

られていた。課題が分からないときや課題の終

了時に単音や呼びかけるような発声がみられる

が、他者をコントロールするほどには機能して

なく、対応がなされていないことが多かった。

課題中や指示を待つ問に、ロッキング、机に頭

を打ちつける、頼を激しく打つことがあった。

その他に、唇をさわるなどの常同行動や、通学

電車の型番にこだわるなどの行動が認められて

いる。卒業後、両親は施設入所を考えている。

本症例のクラスでは、2名の生徒に就職の可能

性があり、6名が地域作業所に入所予定である。

中学部から進学した2名は施設入所の予定で

あった。

　（6）症例6（H．H．）

　中学校情緒学級から養護学校高等部に進学

し、現在高等部2年生である。学校訪間時に職

場実習中であった。学校では、作業を中心に課

題が行われている。おもにレザークラフト作成

である。野球クラブに所属し時々音楽クラブに

も参加している。

　全体指示、個別指示ともに従うことができる。

細かな作業についてもほぼ言語指示で理解可能

である。作業の習得は早く、しかも確実に遂行

できる。以前は、独自のぺ一スで作業を行って

いたが、1年生後半から流れを意識した行動が

みられるようになってきた。現在、就労を目標

にした持続的できめの細かい、そして計画性の
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ある作業への取り組みがなされている。基本的

な生活習慣、日常的な生活スキルは問題なく遂

行できる。自由時間などは1人で過ごすことが

多い。しかし、教師に言われればクラスメイト

の手助けをすることができるようになってきて

いる。現在、同じ学年に好意をもつ異性の存在

が確認されている。教師や他の生徒と限定的で

はあるが会話が成立している。時々奇声を発す

る、同じことを何度も繰り返して言う、融通性

がないなどの問題があるが、他者のことばかけ

によって解決できるようになってきている。職

場実習は、K電子有限会社で行っていた。K電

子は従業員80人、ビデオ・CDなどのプリント

基盤、その他の電子部品の製作を行っている。

その中で、プリント基盤の特定の完成品と同じ

部品を集め半田づけをする作業を行っていた。

ピンセットなどを用いる細かな作業であった。

実習中は本症例を中心に関わる担当の作業員が

おり、仕事を教えながらペアーで作業を行って

いた。与えられた作業は確実にしかもミスなく

遂行できる。作業しやすいように白分から工夫

して取り組む。作業に必要な知識や理解、技能

についてはほぼ問題がなく、危険なものに注意

するなど安全面での問題も少ない。作業の準

備・片付けもほぼ可能である。しかし、午前中

と午後の作業能率が極端に違うこと、白分の

ぺ一スで作業を行うため流れ作業についていけ

ないこと、自分のパターンをくずさないことが

問題にされていた。他の作業員と話をすること

はみられなかった。作業中分からないところを

聞いたりすることもみられていない。休憩時間

はほぼ一人で過ごし、白分から話しかけること

はほとんどない。ただし、他の従業員への態度

に問題はなく、挨拶などはよくできる。全体の

作業に混乱を起こすような問題行動はみられて

いない。実習になれるまでトランプをよくもっ

てきたが、現在は持ってきていない。基本的な

生活習慣は職場においても問題なく遂行でき

る。電車・バスを利用し1人で通勤でき、終了

時刻が近づくと担当者が時間を見計らって支度

をさせ帰宅させている。本症例は、高等部2年

生で実施される2回の実習と夏休みのアルバイ

トをこの会社で行っている。1回目の実習で評

価が高く、会社の方で希望してアルバイトと2

回目の実習を行うことになった。しかし、作業

になれてくると能率が低下する、急いでやろう

としないなどの問題が生じてきた。また、作業

に信用がおけないため担当者を常につけておか

なければならないなどの問題も指摘されてい

た。会社も、1回目は就職の見込みありと積極

的な評価であったが、今回はかなり消極的な評

価であった。先の問題が改善されれば、他の従

業員と同じように生産ラインに参加させること

ができ採用の可能性があるとしていた。

IV．考　察

　ここでは、先に検査結果と症例報告の結果に

ついてまとめ、次にこの結果を踏まえて養護学

校高等部2・3年生を迎えた自閉性障害児の学

校適応の問題について考察を加える。

1．検査結果から

　高等部から本群に変更された症例6を除い

て、各症例とも中度から重度の知的な遅れが

あった。特に音声言語による表出が困難な症例

2、症例3（症例1、症例5は検査未実施）は

最重度の範囲であった。また、検査の種類によっ

て精神年齢に違いが生じていた。言語性検査で

は、ほぼ田中ビネー検査と同様の値を示すのに

対し、動作性検査では3から4歳程度高い値を

示していた二一方、適応行動尺度は一部の領域

を除いて良好な結果を示していた。第1部では、

全体的に平均を大きく上回り、特に症例2と症

例3は上限に達する領域が多くあった。第2部

も、言語習慣や対応の仕方などの得点が低いも

のの、各症例とも．ほぼ平均以上の成績であった。

　これらの結果は、先に報告された研究（小林・

前川ら，19844）；小林・前川ら，19865〕）と同様

の結果を示していた。すなわち、本幸艮告の症例

は、精神年齢に比べ杜会生活能力が高いことが

今回の結果からも確認された。

2．症例報告から

　各症例とも、作業・課題の遂行、指示理解と
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も良好であった。呈示された課題を習得するま

での時間も速く、しかも正確に行うことができ

ていた。加えて、症例2は作業の準備・片付け

を自分から状況に応じて可能であった。しかし、

細かな指示内容の理解が困難であったり、反応

が遅れたりすることがあった。対人的な関わり

は、各症例とも教師や友人に積極的に関わるこ

とは少なく、休み時間などはひとりで過ごすこ

とが多かった。症例4は対人的な関心が見られ

てもわざと嫌なことをするなど年齢に比して関

わりの未熟さが認められた。また、症例1や症

例5は他者との積極的なかかわりが必要とされ

る場面において自傷行動などの問題行動が出現

するとしていた。コミュニケーションについて

は、症例6は日常レベルの会話が可能であり症

例4もほぼ可能であった。しかし、残りの症例

は単音から1語文程度の表出であり、音声言語

を中心とした伝達に問題を示していた。また、

サインやジェスチャー等の非音声言語的な指導

は系統的になされてなく、他者とのコミュニ

ケーションは未熟であるか、あるいは困難を示

していた。

　多くの症例から問題行動が観察された。症例

1は、最近になり自傷行動が高頻度で観察され

ている。症例5も、課題問や指示待ちの時に白

傷行動がみられていた。それ以外の症例も、他

者を突き飛ばす、こだわり、常同行動などが観

察された。この他に、職場実習などの場面で、

きちんと物事を処理することへのこだわり、

ゆっくりと仕事をすることができない、その反

対に他者とぺ一スを合わすことができないなど

の問題もみられた。思春期を向かえ、多くの症

例に異性への関心が報告されていた。ひとりで

いる時問を増やしたり、自慰行為を教えるなど

の対応が取られていた。女子3名とも自分で生

理の処理が可能であった。今年度卒業を予定し

ている4名のうち、3名は自宅近くの地域作業

所に入所予定である。症例2は、就労の予定で

あったが卒業を間近に控えて、将来のことを考

え両親が地域作業所への入所を希望した。また、

症例4は職業訓練校への入学を希望していた

裕司・小林　重雄

が、不適当とされたためアフターケアーセン

ターへの通所の予定であった。

3．総合考察

　本追跡研究が開始された初期の研究（杉山・

反保ら，197913）；小林，19772〕）において、学校

適応を困難にする問題について、①ことばの遅

れあるいはその異常、②対人関係、③学習能力、

④指示理解などが指摘された。今回の結果もこ

れらの点を中心に考察を加える。

　調査の結果、指示に従．うことや作業・課題な

どの面は良好であった。また、基本的な生活習

慣や簡単な日常的スキルも進歩が認められてい

た。このような状況は、適応行動尺度の結果か

らも示されている。

　本群の症例は中・重度の知的な遅れを有する

ため教科学習については早期から困難を示して

いた（大野・古田ら，198411））。そのため、主な

学習内容を社会的自立を目指した指示理解や作

業訓練などの学習に切り替えて行われてきた。

今回の結果から示されたように、指示理解や作

業遂行の面ではこれらの成果が得られたものと

考えられる。しかし、学校適応に重要として認

められた要因のうち、ことばや対人関係などの

問題は、就学後高等部の卒業をひかえた現在で

も大きな問題として残されてきている。対人関

係は、他者から孤立性、関わりの未熟さがあげ

られる。問題行動も、以前から報告されてきた

ものに加えて、かつて消失したあるいは減少し

ていたものが青年期を迎えて再び生起している

ものがあった。ことばの問題では、作業を行う

ために必要なことばや職場での人問関係を促進

するようなコミュニケーションスキルの未熟さ

が認められた。また、これまでの追跡研究の結

果からも、これらの問題に関する指導が系統的

に考慮されてきていないことが挙げられる。こ

れらから、就学前に認められた問題の改善には

就学後も継続して取り組んでいかなければなら

ないことが示唆される。

　また、これまでの予後研究で指摘されてきて

いるように、就学前の子どもたちの状態はその

予後に大きな影響を与えることが知られている
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（若林，198318、）。社会的自立を図るためにはこ

れらの問題について幼児期から積極的に指導・

訓練を行う必要がある。加えて、これらは非常

に複雑な問題であるため、その改善には長期に

わたる一貫した取り組みが必要である。

　以上から、これらの改善には従来から本研究

の症例などに行われてきた治療教育プログラム

に、長期的な展望にたったプログラムを構成し

適用していくことが望まれる。加えて、年齢が

進行するとともに地域社会との接触する機会が

増加することもあり、これらのプログラムを実

施していく場合、家庭や学校などが単独で行っ

ていくよりもケースマネージメントの考え方

（富安，198916））を導入して、専門機関などと連

携を図りながら協力して進めていく必要があ

る。

　その他に、自閉性障害児の就労にあたって、

作業所の絶対数、職場開拓の困難性、卒業後就

労などで派生した問題に対する指導の限界など

学校教育終了後の杜会的な受け入れの問題も考

えられる。今後の課題として、自閉性障害児の

杜会的な受け入れに関する検討とその要因の分

析が必要である。また、これまでの学校適応を

中心とした追跡研究からさらに職場での適応や

結婚などの問題を中心とした杜会的な適応に関

する追跡を行い、白閉性障害児の長期的な予後

について考慮する必要があると考える。
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　　　The　Fo11ow一叩Stωies　of　Ha皿砒叩ped　Chi肚em

wit11A11tistic　Symptoms　comcemimg　Schoo1Adjustmemt　X（2）

　　　：im　Sp㏄ia1Schoo1for伽e　M㎝ta11y　Ha皿砒a岬ω

Mas肋㎞．WATANABE，Noriko　KIDO，Yuji　ETO，amd　Shig㎝KOBAYASm

　6autistic　youths，who　had－been　trainied　in　our1aboratory　befbre　the　primary　schoo1，

were　eva1uated　with　regard－to　ad－justment　to　the　c1ass　setting．Subjects　were2or3grad－e

in　senior　high　schoo1of　specia1education　br　menta11y　handicapped．Data　on　the

adjustment　to　the・c1assroom　were　obtained一丘om　the　b11owing　strategy．

1、　（a）Inte11igent　Test，（b）Adaptive　Behavior　Sca1e（ABS）．

2．　0bservations　of　the　behaviors　at　the　c1assroom．

3，　Interviews　with　teachers　and一血mi1y　members．

　The　resu1ts丘om　Inte11igent　Test　and　ABS　showed　that　their　menta1retard－ation　were

丘om　mi1d　to　profound，and　their　adaptive　behaviors　were　fair1y　good．Their　instruction－

b11owing　and－task　performance　have　been　su価cient1y　d－eve1oped．But　their　interpersona1

blhavior，co㎜uni1ation，and　blhaviora1prob1lm　havl　not　lhown　rlmarkab11

improvement．

　The　resu1ts　of　the　stud－y　suggested－that　it　was　important　to　deve1op　and－app1y　the

improved　training　Programs　br　autistic　chi1dren．

Key　Wo沁： autistic　chi1d－ren，fo11ow－up　stud－y，adjustment　to　the　c1ass
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